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１　現状と課題

２　事業目的

３　事業目的を達成するための取組

４　成果指標 （推移の凡例　↗︓改善　↘︓悪化　→︓変化なし　ー︓数値なし）

５　本事業が貢献する総合５か年計画の施策分野と達成目標

６　事業コスト （単位︓千円、⼈）

職員数前年度繰越 当初予算 補正予算等 合計
（予算現額） うち一般財源

9.0
要求 0 0 0

区分
予算額

決算額

R7年度
予算案 58,748 58,748 58,748

9.0
R6年度 0 0 0 0 0 9.0
R5年度 0 0 0 0 0

事業番号 03 02 01 事業改善シート（令和７年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

⼈⼝減少社会に対応した効率的な組織運営を⾏っていくため、徹底した業務改⾰（BPR）を推進することで、職員が付加価値の⾼
い業務に注⼒できるようにするとともに、職員のWell-beingを推進する。

○各所属及び部局横断的なＢＰＲの実施
・【新】BPR（業務の統廃合、⺠間委託・DXの推進等）の取組を効果的に推進するため、　各部局による⾃律的な業務⾒直しととも
に、全庁共通テーマ（例︓窓⼝業務・資料作成業務等）の部局横断的・重点的な⾒直しを推進
・【新】BPRを効果的に推進するため、BPRの実施手順や改善方策についての専門的な視点からの助言・提案など、外部専門⼈材に
よる実⾏⽀援

E-mail jinji-soumu pref.nagano.lg.jp

・県職員の⼤量退職期の到来、⼈⼝減少や労働市場の活性化、就職観の変化などが進む中、　県職員の確保が課題となっている。
・また、⼈⼝減少社会や複雑化・多様化する⾏政課題へ対応するうえで、県職員が担う業務を付加価値の⾼い業務に集中したり、職
員のWell-beingを実現したりすることができる組織運営が必要となっている。

実績 実績 推移
R7年度
目標値

No. 施策分野（施策の総合的展開名）

事　業　名 業務改革（BPR）推進事業費 部局 総務部 課・室 ⼈事課
実施期間 R7 〜

達成
状況 目標値設定理由R6年度

⾒込 推移
単
位

R4年度 R5年度No. 指標名

年／
年度 数値

直近３か年/年度分の状況
年／
年度 数値

目標
年／
年度 数値達成目標（☆印は主要目標）

要求からの
主な変更点 かえるプロジェクトにおける提言を踏まえた庁内検討を経て追加計上

年／
年度 数値

単
位

10年後（令和17年）の職員数⾒込から推計した年間業務時
間を考慮して設定。

19万
以上ーーー ーー時間業務量削減



No. 細事業を構成する主な取組 実施方法 令和７年度実施内容（予定）（上段︓事業概要、下段︓活動によるアウトプット）

1 業務改⾰（BPR）推進事業

直接 【新】ＢＰＲ実⾏に向けて下記①・②を実施
　①各所属における⾃律的なＢＰＲ及び共通テーマに沿った部局横断的なＢＰ
Ｒの実⾏
　②効果的なＢＰＲ実⾏に向けた外部専門⼈材による伴⾛⽀援委託

ー
予算案 58,748
要求 0

千円 千円 千円

細事業
No. 細事業名 R5年度

当初予算
R6年度

当初予算
R7年度

当初予算

事　業　名 業務改革（BPR）推進事業費 部局 総務部 課・室 ⼈事課

1 業務改革（BPR）推進事業 ー

事業番号 03 02 01 細事業⼀覧（令和７年度実施事業分） □当初要求　■当初予算案 　□補正予算案　□点検

ＢＰＲ⽀援件数︓50件以上


